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1. 目的  

 土壌中の粘土粒子に放射性セシウムがどのように分布しているか調べる。 

 

2. 方法 

 土壌に炭酸セシウムを溶かした溶液を降り掛け、その後、土壌を２５μｍメッシュの篩で２５μｍ以下

の粘土を分離し、マイクロＰＩＸＥ分析でセシウムの分布を調べる。 

3．結果（平成２４年１１月１４日発表） 

図１にマイクロＰＩＸＥ分析で得られた各元素の分布を示す。粘土粒子がアルミニウムとケイ素から構

成されていることが良く分かる。セシウム元素はカリウム元素と同様にアルミニウム元素・ケイ素と同じ

分布をしており、粘土に一様に付着していることが分かる。 

 

      図１ マイクロＰＩＸＥで得られた粘土粒子の表面での各元素の空間分布 
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